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本研究は、大学生の愛着スタイルと友情の質との関連を検討することを目的とした。中国の大学生253名(リj性56名、女性
197名)を対象に質問紙調査を行った O 成人の愛着スタイルを測定するために、見J合てられ小安と親'/I}'↑牛の同避の 2つの下位
尺度から構成される成人愛着スタイル尺度が用いられた。また、友情の質を測定するために、「活正直の共有JI対立と哀切り」
「相互信樹JI気遣い」の4つの下位尺度から構成される友情の質尺度を用いた。その結果、見捨てられ不安が「活動の共有j
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下 SSTとする、 Ainsworth，81ehar， Waters， & Wal1， 
1978)によって飛躍的に発展したO












能することを示唆していた(金政， 2007) 0 
その後日本では、詫摩・戸田(1988)、戸田(1991)
が成人期の愛着研究をおこなっている O 彼らは Hazan& 
Shaver (1987)の三つの愛着スタイルの記述を18の項目
に再構成し、成人期の愛着スタイルを別々に測定した O
また 8atholomew & Horowitz (1991) は Hazan & 
Shaver (1987)の尺度を受けながらも、愛着スタイルを
Bowlby (1973) の理論に基づき、 Relationship




































(例えば、本郷， 1994 ;岡， 1999) 0これらの研究では、






































































度は Brennan，Clark & Shaver (1998)が開発した The
Experiences In Close Relationships InventorγTh巴
Generalized Other Versionに基づくものであり、中尾・
加藤 (2004)によって日本語に翻訳されたもので、中尾・





































子を「気遣いjと命名された O 全体の α=.86，第一因
子がα二 .89，第二因子がα二 .83，第三因子がα二 .75，第
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5.14 2.28 7.42 
23.37 10.35 33.72 
table3愛着スタイル下位尺度見捨てられ不安水準の性と群の友情の質得点平均値及びso
性
活動の共有 対立と裏切り 相E信頼 気遣い
群 N 
円lean SO 打lean SO 円lean SD 円lean SD 
男 15 30目40 6目42 6目67 2.41 13.0 2.59 12.80 2.83 
L 
見捨てられ不 女 69 3.09 6.31 6.51 2.1 13.42 2.65 13.46 2.63 
安 男 19 29目63 5目3 7目84 2.79 12.32 2.16 13目84 2.06 
M 
女 64 32.28 6.56 7.17 2.32 13.63 2.93 12.80 3.19 
男 2 30.50 4.45 10.86 3.19 14.36 2.06 13.82 2.77 
H 




活動の共有 対立と裏切り 相E信頼 気遣い
群 N 
打lean SD 打lean SD 昨lean SD 昨lean SD 
男 1 30.91 6.77 
L 
親密性の回 女 62 34.92 6.60 
避 男 2 31.27 5.19 
M 
女 75 3.71 5.79 
男 23 28.78 4.33 
H 






















いた (F(1.247)二10.01，p<. 01) 0 I対立と裏切り」に
は、有意な水準群の主効果が見られ (F(2.247) = 22.33， 
p<. 001)、下位分析の結果、 L群キM群<H群という
関係で有意差が認められたO 性の主効果も有意 (F0.24 


















2.98 13.45 2.16 12.73 3.16 
2.05 14.97 2.30 13.23 2.79 
3.6 13.14 2.43 14.32 2.37 
2.72 14.12 2.83 13.67 2.68 
2.92 13.39 2.51 13.2 2.3 
2.87 12.8 2目73 12.73 2.84 
性群の活動の共有得点が顕著に高くなっていた
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